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はじめに 

  

 令和３年度に実地指導で伺った施設・事業所に、コロナ禍における福

祉人材の確保がどのような状況にあるのか聞き取りしたところ、「確保

しやすくなった」と回答は、全体の１０％、「変わらない」が４８％、

「確保しにくくなった」が４２％となっており、福祉人材の確保は、厳

しい状況が続いています。  

 

 福祉の仕事は、人を支え社会を支える大事な仕事である一方、賃金が

低い、離職率が高いなど、福祉人材を取り巻く環境は、非常に厳しい状

況にあります。  

 

 このような状況の中、「新たな人材確保と定着支援」を進めていくこ

とは大変重要となっています。  

 

 そこで、福祉監査課では、実地指導を行った 2,781 箇所の施設・事業

所から「新たな人材確保と定着支援」について聞き取り等を行い「令和

３年度社会福祉法人等の取組事例集」としてまとめました。  

 

 施設・事業所を運営する法人の皆様には、この事例集をぜひご覧いた

だき、それぞれの法人等の状況に応じた取組の参考としていただけると

幸いです。  
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 新たな人材確保と定着支援取組事例 

１ 職員確保のための取組  

 

  ○求人・採用面談等の工夫  

・解雇事由又は退職事由に該当しない職員について、希望者全員を７５

歳まで再雇用している。更に７５歳以上の職員については、施設に必

要不可欠な人材と認められた場合、年齢の上限を設けず、改めて再雇

用している。（軽費老人ホーム）  

・過去に勤務して退職した者の中から勤務時の様子や退職理由等を勘案

して連絡したところ、数名を採用することができた。（ケアハウス）  

・ ホ ー ム ペ ー ジ の 職 員 募 集 ペ ー ジ の 中 に 求 人 情 報 だ け で な く 、 先     

輩職員の声、職員アンケート結果、職員の１日の働き方等の情報も公

開し求職者に事業所を理解してもらえるようにしている。（障害通所） 

・求職者から希望を聞き取り Zoom 等のオンライン面接も可能にしている。

また、求職者から希望により指定された場所に出向き面接を行ってい

る。このような場合、施設見学ができないため、ホームページ内に施

設内のストリートビューにより閲覧することができるようにしている。

（特定）  

・職員面接の後、施設を案内しているがその際、職員全員で声掛けして、

明るい職場、働きやすさをアピールしている。また、介護士や看護師

が生き生きと働いている現場を確認してもらい、質問がある場合は、

直接現場の職員が回答し、対応の良さもアピールしている。（特養）  

・ブログやフェイスブックを通して「（介護職の）お仲間募集」をして

いる。（特定）  

・ 職 員 紹 介 キ ャ ン ペ ー ン を 行 う な ど 既 存 の 職 員 か ら も 新 た な ス タ     

ッフを確保する試みを行っている。（特定）  

・アルバイトから採用につなげるために高校生のアルバイトを採用して

いる。（養護老人ホーム）  

・セカンドキャリアセンター、埼玉県高齢者等介護職員就労支援事業な

どの説明会や相談会に参加したり、オンラインによる会社説明会を実

施している。（通所介護）  
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・ホームページのリスティング広告の活用や、ブログで職員紹介を行っ

ている。また、法人内に採用プロジェクトを立ち上げ、エリアごとの

有効な求人情報を共有している。（特定）  

※リスティング広告：インターネット広告の一種で、検索エンジンで一般ユーザーが検

索したキーワードに関連した広告を検索結果画面に表示する広告  

 

・We chat（中国語版ライン）により、中国語で給与条件や職場環境等を    

説明している。（訪問介護）  

・人材派遣会社からの紹介では経費が多額となってしまうため、成功課

金型の求人 Web 媒体を利用している。（障害入所）  

・現在、働いている職員から友人・知人を紹介してもらい謝礼を支払う

制度を設けたり、採用された職員に入社祝い金を支払う制度を設けて

いる。（特定）  

・ す き ま 時 間 を 活 用 し て 働 き た い 、 介 護 施 設 で ス キ ル を シ ェ ア し     

たいという方々と、人手を必要としている介護施設をマッチングす     

るサービスを利用している。（特定）  

・外からよく見える施設内の車道側の窓に職員募集のポスターを掲示し

ている。（特定）  

・コロナ禍により相談会や説明会が WEB 主流になったため、より分かり

やすく施設の業務内容を求職者にアピールできる動画を作成し、 Web

で見られるようにしている。（障害入所）  

・緊急事態宣言等の影響によりフリーペーパー等の配布がなくなり、職

員の採用に苦戦をしている。そこで、 Web 上での求人活動を主として

行っている。また、面接についても施設等に来てもらうことがお互い

のリスクとなるため、 Web 上で行うなど工夫をしながら対応を進めて

いる。 Web 上で応募者へ説明する際には、施設内を３６０度で撮影し

た写真などを用いて説明することにより、施設内の雰囲気を感じても

らえるようにしている。（特定）  
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○魅力の発信  

・法人として YouTube チャンネルを設定し介護職員の魅力発信している。

また、他法人と連携して魅力発信委員会を開催し、新たな魅力発信の

方法を模索している。（訪問介護）  

・ホームページをリニューアルし、介護職に興味が持てるよう、職を探

す人々にとって必要な情報や魅力を発信している。また、アプリケー

ションソフトの活用により簡便な操作で応募ができる仕組みを採用し

ている。（老健）  

・ブログの更新を頻繁に行うことにより、施設の取組み等を広く知って

もらい、興味が持てるようにしている。（老健）  

・若年層に興味を持ってもらえるようＳＮＳを利用した魅力発信を行っ

ている。（老健）  

 

○学校等との連携  

・大学や専門学校、高校に求人票、パンフレットを送付している。また、

e ナースセンター（埼玉県看護協会の無料職業紹介事業）への求人登

録をしている。（訪問介護）  

・グループ内企業で行っている「介護職養成講座」の受講生を実習生と

して受入れている。（訪問介護）  

・介護福祉士等養成専門学校の実習施設に指定してもらい専門学校との

交流を図っている。（障害入所）  

・特別支援学校に求人票を送付し、新卒者を採用している。（訪問介護） 

・ 各 高 等 学 校 や 専 門 学 校 へ の 直 接 訪 問 を 行 い 、 実 際 に 学 生 と 顔 を     

合わせ説明を行っている。（障害入所）  

・市内の介護福祉士養成校と学福連携プロジェクトにより連携を図って

いる。（老健）  

・介護福祉系の専門学校でプレゼンテーションによる求人情報説明会を

定期的に実施している。（特定）  
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○その他  

・奨学金返済補助制度、職員による紹介の奨励、職員寮の建て替え、Wi-Fi

の整備など福利厚生面の整備を拡充している。（障害通所）  

・プリセプター制度を導入し、未経験の職員が知識、技術を取得しやす

い環境を整備している。（特養）  

※プリセプター制度：介護職員として雇用さ れた新人職員に対し、一定期間、先輩職員

がマンツーマンで指導する仕組み  

 

・ e ラーニングを導入し、興味がある分野について時間に関係なく学べ

るようにしている。（老健）  

※ e ラーニング：インターネットを利用した学習形態  

 

・職員のモチベーションをアップさせられるように、プライベートと仕

事とを両立させやすくするため、職員の希望に沿う柔軟なシフト調整

をしている。（訪問介護）  

・働き方改革における取組として、職員の勤務日を減らしている。（老

健）  

・法人内で開催している採用担当者会議の内容を各施設、事業所とも情

報共有している。（老健）  

 

２ 職員定着支援の取組  

 

○職場改善等  

・働きやすい環境作りとして、シフト表についての意見交換やアンケー

トを実施している。また、ヒヤリハットを多く出してもらうことで、

発言のしやすい職場環境になるようにしている。  

・職員の意見を取り入れた働きやすい環境を整備するため、理事長直行

便（意見箱）の施設内に常設するとともに、定期的に本部職員による

職員面談を実施している。また、業務量の負担軽減を図るためのスマ

ートフォンやタブレットにより支援記録等が入力できるケアカルテの

導入を進めている。（通所介護）  
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・セキリティがしっかりしているビジネスチャットツールのチャットワ

ークを使って、当日勤務していない職員にも、施設の情報共有を図っ

ている。（障害入所）  

・業務の効率化を図るため、外部の専門家を招き、ＩＣＴ化を促進させ

ている。すでに導入しているものは、職員間の情報共有としてチャッ

トワークの利用やクラウド上に情報共有すべき文書を保存し、いつで

もどこからでも確認できるようにしている。また、利用者の家族とは、

スマートフォンで利用可能な Hug を使って、支援の様子を撮影したビ

デオの送信や緊急時の連絡をしている。（障害通所）  

・新型コロナウイルス感染対策を充実させ、安心して働ける職場作りを

している。（訪問介護）  

・夜勤者を１名加配することで、夜勤者が確実に休憩の取れる体制を確

保している。（老健）  

・業務の効率化に取り組んで、職員が残業しないようにしている。（障

害通所）  

・昼休憩がきちんと取得できるようにするため、職員を充足させている。

（障害通所）  

・法人でハラスメント相談窓口を設置し、相談体制を整備している。（障

害入所）  

・管理者は「早期離職防止ガイドブック」を必読としている。（訪問介

護）  

 

○指導・面談の工夫等  

・新人職員（経験者、中途採用、新卒者）は、主に主任や中堅職員がマ

ンツーマンで３～６か月指導している。その他に部長及び副部長が１

週間に１回、計４回、その後２週間に１回、計４回、合計８回面談し、

フォローしている。面談の際には、指導にあたった職員名を入れた簡

単な報告書の提出をさせることで指導する職員も丁寧な対応をしてい

る。その結果、早期離職者を大幅に減らすことができた。（老健）  

 

 



 

6 
 

・新規採用職員には、教育上手な職員を中心に指導し、介護の魅力を伝

えるとともに、仕事を覚えるまではできなくて当然と考え、やさしく

丁寧に指導している。指導に当たっては、なぜ、どうして行うのか、

分かりやすく教えるとともに、なんでも相談しやすい雰囲気づくりを

心掛けている。また、施設長は、新規採用職員に配慮し、楽しく働い

ているか、困っていないかなど声掛けをしている。（特養）  

○子育て支援等  

・託児所を完備し、子育て中の職員も安心して仕事ができるようにして

いる。また、職員の健康ポイント制度を設け、職員の健康促進を図っ

ている。（老健）  

・子育て中の職員も働き続けられるように時短社員制度を導入している。

（訪問介護）  

・法人でベビーシッターを雇用し、日曜日、祝日等で保育園にこど

もを預けられない場合などへの育児支援を行っている。また、大

学院などへの進学支援などのスキルアップ支援を行っている。

（訪問介護）  

・多彩な働き方実践企業の認定(ゴールド）を受け、働き方改革に取り組

む企業として、仕事と子育て介護等の両立ができる法人としてＰＲし

ている。（訪問介護）  

 

○福利厚生の充実、援助制度等  

・他の介護施設にはない最上階の角部屋にカフェ風の職員専用休憩室や

職員用シャワールーム、多目的に使用できるシアタールーム等を設置

し、職員の福利厚生を充実させている。（特定）  

・介護職員の日々の成果や評価に対してポイントを付与する制度（イン

センティブポイント）を創設し、職員のモチベーションの向上を図っ

ている。また、半年に１回満足度調査を実施し、その結果を踏まえた

改善等に取り組んでいる。（特定）  

・ 正 規 ・ 非 正 規 を 問 わ ず 勤 続 ３ 年 以 上 の 社 員 に は 退 職 時 に 退 職 金     

給付制度を導入している。（訪問介護）  
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・メンタルヘルスのための外部委託の専門家による相談窓口を設置して

いる。また、産業医を含めた衛生委員会を月１回開催し、健康面や安

全な環境の整備の状況について発信している。（障害通所）  

・施設内にて採用定着係を発足させ、エリア内の他施設とも連携して、

定着のための施策を提案する取り組みを行なっている。（特定）  

 

３ 異業種から採用した職員の定着支援  

・異業種からの採用の場合、仕事に不安がなくなるまで指導・教育を徹

底して行っている。また、疑問点や悩み事などをすぐに聞ける体制づ

くりなど働きやすい環境作りを行っている。（特定）  

・介護の経験がある方の場合、より条件の良いところ、自分の思いと違

うと離職されるケースが多く見受けられる。異業種からの採用の場合、

他職員とのバランスをとりながら、性格や仕事の得意、不得意等を見

定めて仕事量や業務内容を適宜変更するなど、長く続けられるよう配

慮している。また、関係職種の意見を聞きながらすべての職種でミー

ティングを行い、それぞれの職種でスキル向上ができるようにしてい

る。（特定）  

・異業種からの採用の場合、職員研修や外部研修への積極的な参加を促

している。また、個人面談の際には、疑問点などを列挙した報告書を

作成してもらい個々の疑問や問題点の改善に向け、疑問点の解決とな

る資料を用意した上で、解説を交えて指導している。（老健）  

・異業種からの採用の場合、早く一人で対応できるよう一人一人に個別

の指導者をつけて指導している。指導に当たっては、サービス現場で

指導者の同行が必要ないと本人が思えるまで、きめ細かくしっかりと

行っている。（訪問介護）  

・異業種からの採用の場合、異業種ならではの視点での問題提起や改善

点を積極的かつ好意的に取り入れるようにしている。（訪問介護）  

・異業種からの採用の場合、初期研修をより充実した内容として十分理

解できるよう日数をかけて行っている。（通所介護）  

・異業種からの採用の場合、必ず介護職員初任者研修を受講するように

している。（養護老人ホーム）  
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・異業種からの採用の場合、無理をさせないようにするとともに、困っ

た時などインカムを活用し、すぐに対応できるようにしている。（特

定）  

・異業種からの採用の場合、ベテランの職員を指導者とし、未経験でも

行いやすい業務から徐々に慣れてもらい、仕事自体に対するやりがい

や楽しさが分かるように指導している。（通所介護）  

・異業種からの採用の場合、入職後３日間、基本的な介護技術や知識に

ついて一通りの研修を実施している。その後、１か月～３か月程度は

ＯＪＴ実施期間として各ユニットで指導を行い、指導者が毎日研修記

録に振り返りを記載し、疑問点の説明や問題点の改善策を話し合って

いる。（老健）  

・異業種からの採用の場合、入社時に法人理念や法人ルールを伝えるウ

ェルカム研修を行っている。その後は個別の研修計画に基づいて事業

所内で介護分野の専門研修や担当するケースについてのケースカンフ

ァレンスなどに参加させている。（訪問介護）  


